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検討結果について
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波源の想定範囲について
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日本海東縁の概要

○現在の日本海東縁の地形及び地質構造は，1500万年前以上前の日
本海拡大時に形成されたリフトやホルスト等の地形及び地質構造
に，約300万年前以降の東西圧縮応力によって成長した短縮変形
が重なり合ったものと考えられており，短縮変形帯は，幅100km
以上の範囲に広がっている。

○南北方向に分布する複数の断層・褶曲帯が集中するゾーンでは，幅を
もった領域で圧縮力による歪を解消するものと考えられ，「地質学的ひ
ずみ集中帯」と呼ばれている。

○北海道～東北日本が接する日本海東縁の海域では，佐渡海嶺，奥尻
海嶺等がひずみ集中帯に相当する。これらの海嶺等は幅10～20km，
長さ30～50km程度の規模を持つ非対称な背斜構造の集合体である。

○岡村ほか（1998）によれば，日本海東縁南部（佐渡島～男鹿半島
西方沖）では，佐渡海嶺及び最上トラフを含む大陸斜面全体に活
構造が数多く広がって分布するとしている。一方，日本海東縁部
中部（津軽半島西方～積丹半島北西方沖）では，奥尻海嶺を中心
とした比較的幅の狭い範囲に活断層が集中するとしている。

地質学的ひずみ集中帯
（岡村（2010） より引用）
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日本海東縁の概要

○日本海東縁のひずみ集中帯では，20世紀以降，1964年新潟地震
（M7.5），1983年日本海中部地震（M7.7），1993年北海道南
西沖地震（M7.8），1940年積丹半島沖地震（M7.5 ）等の地震が
発生している。

○このうち，比較的規模の大きい「北海道南西沖地震」及び「日本
海中部地震」は，日本海盆東縁の水深3,000mを超える海洋地殻，
あるいは，それに近い地殻構造を持つ海域で発生したと考えられ
ている（※1）が，これらの地震では，震源の端部の水深が浅くなる
佐渡海嶺や松前海台を超えて震源域が広がっていない。

○岡村・加藤（2002）では，これについて，「震源域の南北両端
では，基盤深度が急変して，地殻構造上の大きな不連続帯になっ
ていると考えられ，その違いがこの地震の震源域を規制する大き
な要因であったのかもしれない。」としている。

○海上保安庁水路部（2001）では，日本海東縁で過去に発生した
地震の震源域と海底地形を比較すると，奥尻海嶺が水深3,000m
を越える日本海盆と接するところで，震源域のギャップがはっき
りと認められるとし，1940年積丹沖地震～1983年日本海中部地
震の震源域では，震源域の間に，後志海山，渡島大島，渡島小島
等の海底火山体や，日本海拡大時のホルストとされる松前海台

(※2)等が分布することから，震源域は，このような周辺とは地殻構
造が異なると予測される海底で区分されるとしている。

※1 野ほか（2013）によれば，秋田沖～西津軽沖の日本海東縁では，島弧地殻，厚い海
洋地殻，海洋地殻の3タイプの地殻構造が分布しており，ひずみ集中帯の分布も島弧
地殻に分布するタイプ，島弧地殻と厚い海洋地殻の境界付近に分布するタイプ，厚い
海洋地殻と海洋地殻の境界に分布するタイプに分けられるとしている。日本海中部地
震は，島弧地殻と厚い海洋地殻の境界付近で発生したとしている。

※2 滝上ほか（1985）では，松前海台において，熔結凝灰岩から約64Ma～約69MaのAr-
Ar法年代測定値を確認している。

1940 M7.5
積丹半島沖地震

1993 M7.8
北海道南西沖地震

1983 M7.7
日本海中部地震

1964 M7.5
新潟地震

2007 M6.8
新潟県中越沖地震

2004 M6.8
新潟県中越地震

1847
善光寺地震

1964 M6.9
男鹿半島沖地震

後志海山

松前海台 渡島大島

佐渡海嶺

日本海東縁で発生した主要な地震の震源域
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奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

泊発電所西方の日本海東縁部は，岡村ほか（1998）による，日本
海東縁部中部に相当することから，津波の波源評価に先立ち，奥尻海
嶺沿いの地質構造・地震について検討を行う。

日本海東縁中部の主要な活構造

○岡村ほか（1998） 及び岡村・加藤（2002）では，海嶺沿いに背斜構造が
一様に連続するのではなく，一定の区間ごとに規模が小さくなり，地形と
構造が変化することを踏まえ，奥尻海嶺を南から北に，「津軽半島西方」，
「奥尻島及び奥尻海嶺」，「後志舟状海盆西側」，「海洋海山」，「忍路海
山」の5つの構造区に区分している。

○このうち，「津軽半島西方」と「後志舟状海盆西側」の背斜構造は，海洋
地殻あるいはそれに近い地殻構造をもつ海盆底に形成されたと考えられ
るとしている。

○一方，「奥尻島」と「忍路海山」は，大陸地殻上に形成された背斜構造で
あるとし，「海洋海山」については，深い基盤から浅い基盤にまたがって形
成されたとしている。

○徳山ほか（2001）では，奥尻海嶺に沿って発達している活断層群を「奥尻
断層系」と呼称し，奥尻島より北部を「北部奥尻断層系」，南部を「南部奥
尻断層系」としている。

○このうち，「北部奥尻断層系」は，海洋地殻と島弧地殻の境界部に発達し
た逆断層群とし，「南部奥尻断層系｣は，島弧地殻内に発達したものとし
ている。

【奥尻海嶺沿いの地質構造】
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奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

○敷地周辺海域では，岡村ほか（1998）による「後志舟状海盆西側」
の構造区にあたる後志舟状海盆西縁にFB-2断層（約101km），後志
舟状海盆北西の小海盆の西縁にFB-3断層（約45km）を震源として考
慮する断層として評価している。

○FB-2断層及びFB-3断層は，共に西傾斜の逆断層であり，これらの断
層の隆起側には，南北方向に断続的に高まりが認められる。この高
まりは，後志舟状海盆西側で2列に分かれる。

○ FB-2断層が分布する後志舟状海盆の北縁は，後志海山，二子海丘等
に規制され，南縁では，奥尻島から連続する高まりに規制される。

○FB-3断層が分布する小海盆も，北端は後志舟状海盆同様に後志海山
に規制され，また，その海盆北縁西側にはホルストと推定される高
まりが東西に連なる。

FB-2断層及びFB-3断層

ホルスト

奥尻島

後志海山

二子海丘

【敷地周辺海域における地質調査結果】

FB-2

FB-3
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奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

FB-2断層（測線3B-7）

背斜構造の東側が急傾斜となる非対
称な形状から西傾斜の逆断層が推定
される。

断層の上下変位量は，Ⅴ層上面で
2km程度とみられる。
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奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

FB-3断層（測線3B-14）

背斜構造の東側が急傾斜となる非対
称な形状から西傾斜の逆断層が推定
される。

断層の上下変位量は，Ⅴ層上面で
2km程度とみられる。
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奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

○後志舟状海盆西方～奥尻島南方は，1993年北海道南西沖地震の震源域にあたる。
○余震分布域は奥尻海嶺に沿って南北約150kmにわたって広がるとされ，その南端は奥尻海脚付近である。
○日野ほか（1994） によれば，北部（図中E,F付近）の余震の活動は，本震発生後，数日経ってから活発化し，この余震域が二またに分

かれたとされている。これについて，青柳ほか（2000） では，北部の余震は，本震発生による応力変化で後発的に生じた可能性が高い
としている。

○岡村（2010） では，破壊域北部の地質構造は，西傾斜の逆断層とその上盤の非対称な背斜構造で特徴づけられ，余震も断層上盤の
非対称背斜構造にほぼ一致して広がっているとしている。一方，破壊域南部の地質構造は，東傾斜の逆断層が推定されるのに対して，
余震分布からは西傾斜の断層が推定され，さらに余震分布域も地質構造の隆起帯に対応しているとはいえないとしている。

北海道南西沖地震余震の震央分布と断面図
日野ほか(1994)に加筆

※★は北海道大学理学部（1993）による本震の位置

【北海道南西沖地震の余震分布】
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奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

○北海道南西沖地震の震源モデルとしては，Tanioka et al.（1995），久家ほか（1994），青柳ほか（2000）等のモデルが
これまで示されている。これらは，震源推定の方法や，断層面の置き方に違いがあるものの，ともに後志舟状海盆中央部の
西方から奥尻海脚付近に震源位置を設定しており，震源の分布範囲においては差は認められない。

Tanioka et al.（1995）

本震の波形解析(実体波及び表面波)により，断層のパラ
メータを設定。余震分布も考慮。

久家ほか（1994）

本震の波形解析(実体波および表面波)により断層パラ
メータを設定。

青柳ほか（2000）

余震の震源再決定とその結果による震央分布の連続性
と震源分布の傾斜から，久家ほか（1994）のモデルを
参照にして断層パラメータを設定。

北部の2断層については，本震発生による応力変化で
後発的に地震が発生した可能性が高いとし，本震断層と
しては考慮していない。

【北海道南西沖地震の震源モデル】
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日本海東縁中部の震源分布
期間1993/6/1～2003/5/31；深さ0～50km，M≧1

日本海東縁中部の震源分布
期間2003/6/1～2011/12/31；深さ0～50km，M≧1

奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

○左図は，北海道南西沖地震直前の1993年6月から10年間の50km以浅
の震源位置を示す。

○震源は，岡村ほか（1998）に示される「奥尻島及び奥尻海嶺」及び
「後志舟状海盆西側」構造区に集中し，北部では主に後志舟状海盆西
縁（FB-2断層）沿いに，南部では，奥尻海脚に沿いに帯状に分布す
るが，北部では後志海山，南部では松前海台及び渡島大島を越えて連
続しない。

2003年以降においても，震源
の数が少なくなるが，大局的な震
源の分布方向，範囲の傾向は変
わらない。

松前海台

渡島大島

後志海山

後志海山

渡島大島松前海台

【震源分布】
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S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

S9

S10

奥尻海嶺沿いの地質構造及び震源分布

日本海東縁中部の震源分布
期間1993/6/1～2003/5/31；深さ0～50km，M≧1

S6
S7
S8

S3
S4
S5

S1
S2

S9
S10

松前海台

渡島大島

N6
N7
N8

N3
N4
N5後志海山

N1
N2

N9
N10

N1

N2

N3

N4

N5

N6

N7

N8

N9

N10

北部では，N10～N7に向かって,後志舟状海盆西縁
沿いに,震源の分布が認められるが,後志海山（●）を
以北には震源の分布が殆ど認められなくなる。

南部では，S1～S5にかけて奥尻海脚沿いにNNW-
SSE方向で震源の集中が連続して認められるが，その分
布は南方に向かって不明瞭になり，渡島大島（■）を越
えて震源が連続しない。

北部 南部
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波源として想定する範囲

○既往の研究から，日本海東縁の震源域は，地殻構造と密接な関係があると推定されている。
○奥尻海嶺沿いの日本海東縁中部では，過去に1983年日本海中部地震（M7.7），1993年北海道南西沖地震（M7.8）の大地震

が発生し，これらは，日本海盆東縁の水深3,000mを超える海洋地殻，あるいは，それに近い地殻構造を持つ海域で発生し
ているが，その震源域は，水深が浅くなる佐渡海嶺や松前海台を超えて連続しない。

○泊発電所西方の奥尻海嶺沿いでは，奥尻海脚南方に松前海台，渡島大島が，後志舟状海盆の北方には，後志海山，二子海丘
等の火山，ホルストと推定される高まりが分布する。この付近では，重力データが周囲と異なっていることから，地殻構造
が変化していると推定され，地震観測結果には，これらの領域を越えて震源が帯状に連なる傾向は認められない。

産業技術総合研究所地質調査総合センター（2013）より
作成

積丹半島沖地震の震源
モデル
Satake（1986）

北海道南西沖地震
の震源モデル
Tanioka.et.al（1995）

日本海中部地震
の震源モデル
Sato（1985）

海上保安庁水路（1980）及び海上保安庁水路
（1980）より作成

地質調査所（1979）及び地質調査所（1981）より作成

【日本海東縁中部の地殻構造と地震の関係について】

松前海台
渡島大島

後志海山
二子海丘

泊発電所

奥尻海嶺
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波源として想定する範囲

【波源の想定範囲】
○日本海東縁で想定する津波波源は，北海道南西沖地震の震源域を踏

まえた上で，地質構造の分布，既往の地震観測結果等を考慮して，
奥尻海嶺沿いに設定する。

○その範囲は，奥尻海嶺沿いに基盤構造が急変または不連続になると
推定され，かつ，震源の分布が連続しない「後志海山～松前海台付
近」までとし，その端部を以下のように設定した。

北端：岡村ほか（1998） に示される「後志舟状海盆西側」 構造
区に認められ，後志海山に規制される断層（ FB-2断層及
びFB-3断層 ）のうち，相対的に北側に分布するFB-3断層
の北端付近（小海盆の北縁）とした。

南端：北海道南西沖地震の震源域が松前海台等を越えて分布しな
いことを踏まえ，北海道南西沖地震の断層モデルのうち余
震域の分布範囲と調和的な青柳ほか（2000）の断層モデ
ルの南端とした。

検討範囲
L=192km

波源として考慮する範囲

地震本部
北海道西方沖

地震本部
北海道南西沖

地震本部
青森県西方沖

FB-2

FB-3
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波源モデルの設定について
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波源の断層パラメータ

断層パラメータ (1/3)

○ハーバードCMT解より，1976年1月～2000年1月に発生したMw5.0以上，深さ60km以下の地震を抽出した結果，震
源深さは，概ね15km～20kmに集中しており，地震発生層の厚さに上限があるとみられる。

○既往津波の断層モデルの断層幅Wが30km以下のモデルで説明できることから，地震発生層の厚さは15km～20km
程度と考えられるとしている。

○既往津波の痕跡高を説明できる断層モデル(L=65～146.5km)と武村(1998)の関係を比較し，内陸地殻内地震に
関する武村(1998)のLとMwの関係を日本海東縁部に適用できるとしている。

○日本海東縁部における既往津波の痕跡高を説明できる断層モデルの傾斜角及び傾斜方向を整理し，概ね傾斜角は
30°～60°で痕跡高を説明できるとしている。

○既往津波の痕跡高を説明できる断層モデルとハーバードCMT解のすべり角を分析し，すべり角は90°に近いとしてい
る。

○ハーバードCMT解より得た走向と等水深線の走向の関係を整理し，発震機構解は等水深線を中心に分布している。
○傾斜角とすべり角の関係より，純粋な縦ずれ逆断層であると評価している。
○なお，北海道南西沖地震津波を再現するモデルにおける最大すべり量は12mとされている。

既往津波の痕跡高を説明できる断層モデル（日本海東縁部）

土木学会(2002)：原子力発電所の津波評価技術より
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波源の断層パラメータ

断層パラメータ(2/3)

日本海東縁部における既往津波の断層モデルのMwと断層長さの関係

日本海東縁部の地震に対するハーバードCMT解による断層走向と地形の走向 ハーバードCMT解による日本海東縁部の断層のすべり角

ハーバードCMT解の深さ分布

土木学会(2002)原子力発電所の津波評価技術より
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断層パラメータの設定

断層パラメータの設定＜まとめ＞

○震源域の形態は東西圧縮の逆断層(すべり角90°)で，傾斜角は30°～60°
程度。

○地震発生層の厚さは概ね15km～20km以浅。

○北海道南西沖地震の再現計算の波源モデルのすべり量は最大で12m。
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スケーリング則・波源モデル

○武村(1998)では1885年以降1995
年までに日本列島の内陸で発生した
マグニチュード4～8の地殻内地震の断
層パラメータ(断層長さL，幅W，すべり
量D，断層面積S，地震モーメントM0)
や気象庁マグニチュードMの相互関係
を検討している。

○マグニチュードMは4.2～8.0。

○断層長さLは2km～85km。

○その結果に基づき，断層長さLと気象
庁マグニチュードM，地震モーメントM0

の関係式を提案している。

スケーリング則＜武村(1998)＞
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スケーリング則・波源モデル

○長さ80kmを超えるような内陸地殻内の長大断層に関するスケーリング則の検討を行った。

・地表で観測された最大変位量は震源断層での平均すべり量の概ね2～3倍に収まり，震
源断層での最大すべり量とほぼ比例関係になる。

・断層長さがほぼ100kmで，地表で観測された最大地表変位量が約10mに飽和する。
・断層幅も地震発生層深さで飽和すると考えると，震源断層面積は地震モーメントに比例
するというIrikura et al.(2004)の3-Stage modelの関係を導くことができる。

スケーリング則＜室谷ほか(2010)，Murotani et al.(2010)＞

室谷ほか(2010)に一部加筆

1.8×103

1.8×1020

Murotani et al.(2010)に一部加筆
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スケーリング則・波源モデル

○世界各地のM9クラスの7つの巨大地震を
対象として，アスペリティ面積の分析や，
Murotani et al.(2008)に示したM7～8ク
ラスのプレート境界地震に対するスケーリン
グ則との比較を行った。

・最大すべり量は，平均すべり量の2～4
倍であった。

・平均すべり量の1.5倍以上のすべりを持
つ面積は全体の16～32％であった。

・上記を「アスペリティ面積」と定義し，
2011年東北地方太平洋沖地震を分析
した結果，アスペリティ面積は断層面積
の27％程度となった。

・M9クラスの地震に対しても，Murotani et 
al.(2008)に示したスケーリング則に概
ね±σの範囲で一致することを示した。

スケーリング則＜室谷ほか(2013)＞
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スケーリング則・波源モデル

○日本海東縁部を対象としたアスペリティを考慮した想定地震の津波波源モデルの検討を
行い，以下の結果を得ている。

・日本海東縁部で発生した既往の3地震（1964年新潟地震・1983年日本海中部地震・1993年北
海道南西沖地震）に対してインバージョン解析を実施し，既往津波の再現計算による検証を行った。

・上記モデルと，Somervilleほか(1999,2002)が示した地震動解析に基づく内陸地殻内地震及びプ
レート境界型地震で示された断層すべりの不均質性の特徴を比較した，アスペリティに関する統計的
性質は整合的であった。

・以上に基づき，日本海東縁部における想定地震に関する合理的な津波波源モデルの構築方法とし
て，以下を提案した。

＞断層面を4分割する。
＞1セグメントをアスペリティ領域とする。
＞3セグメントを背景領域とする。
＞すべり量は以下のとおり。

Da=2×D
Db=2/3×D

D ：平均すべり量
Da ：アスペリティのすべり量
Db ：背景領域のすべり量

波源モデル＜根本ほか(2009)＞
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スケーリング則・波源モデル

○(内陸地殻内地震・プレート境界型地震)断層長さがある長さを超えると，すべり量は飽和
する傾向にあり，断層面積Sと地震モーメントM0の関係は地震モーメントM0の大きさにより
回帰直線が3段階に折れ曲がるスケーリング関係となる(3-Stage model)。

○(内陸地殻内地震)室谷ほか(2010)によれば最大地表変位量は，平均すべり量の2～3
倍程度で10m程度で飽和する。

○(プレート境界型地震)断層はアスペリティを持ち，最大すべり量は平均すべり量の2～4倍
程度，アスペリティ面積は16～32％程度である。

○(日本海東縁部)根本ほか(2009)により，日本海東縁部を対象としたアスペリティを考慮
した想定地震の合理的な津波波源モデルが提案されている(アスペリティ面積25％程度，
アスペリティのすべり量は平均すべり量の2倍)。

スケーリング則・波源モデル＜まとめ＞
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当サイトにおける波源モデル

○ハーバードCMT解より，1976年～2000年に発生したMw5.0以上，深さ60km以下の地震
を抽出した。

○既往津波の痕跡高を説明できる波源モデル(L=65～146.5km)と武村(1998)の関係を
比較した。

○日本海東縁部における既往津波の痕跡高を説明できる断層モデルの断層幅，傾斜角及び
傾斜方向を整理した。

○ハーバードCMT解より得た走向と等水深線の走向の関係を整理した。
○ハーバードCMT解より，すべり角を整理した。

土木学会(2002)：日本海東縁部に想定される地震に伴う津波

○モデル化は以下のとおり。
・想定最大Mwは既往最大津波の痕跡高を説明できる断層モデルのMw(7.8)と同等以上と
する。

・断層長さLは土木学会の津波評価手法による以下の関係式を適用する。
logL(km)=0.75Mw-3.77

・走向は海底地形の走向に基づき設定する。
・傾斜角は30°～60°程度とする。
・地震発生層の厚さは安全側評価として15kmとする。
・すべり角は90°とする。
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断層パラメータ 日本海東縁部 備考

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ MW 7.85
1993年北海道南西沖地震の津波を再現するモ
デルのMW(7.84)を下回らないように設定。

断層長さ L 131.1km 武村(1998)に基づくスケーリング則により設定。

断層幅 W 30, 17.3km 地震発生層の厚さ(15km)と傾斜角により設定。

すべり量 D 5.45, 9.45m MW, L, Wにより設定。

断層面上縁深さ d 0km

走向 θ 3, 183°
海底地形の特徴により西傾斜と東傾斜の2通りを
設定。

傾斜角 δ 30, 60°

すべり角 λ 90°

当サイトにおける波源モデル

○既往最大Mw=7.84を上回る値として，Mw=7.85を
与えた。

申請における波源モデル

○Mw=7.85とすると，平均すべり量が5.45m～9.45m。
○室谷ほか(2010)における最大地表変位量が飽和する値10mとほぼ同等の値を平均すべ

り量として与えている。

基準とする波源位置及びパターン

1

2 3

4 5

6 7

8

［基準断層モデル諸元］
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当サイトにおける波源モデル

連動を考慮した波源モデル

断層パラメータ 日本海東縁部 備 考

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ MW 8.08，7.92

断層長さ L 200km 地質構造，地震観測記録より設定。

断層幅 W 40，23.1km
地震発生層の厚さ(20km)と傾斜角
により設定。

すべり量 D Da=12m，Db=4m Db：根本(2009)より設定。

断層面上縁深さ d 1km 根本(2009)より設定。

走向 θ 183° 海底地形の特徴により西傾斜を設定。

傾斜角 δ 30，60°

すべり角 λ 90°

［基準断層モデル諸元］

室谷他(2010)に一部加筆

○連動評価としては，地質構造，地震観測結果等の検討から得られた約192kmを包絡する200kmの範囲について，以下の条件にて検討
を行う。

＞日本海東縁部を対象とした根本ほか(2009)のアスペリティモデルにより検討する。
＞断層面積Sは，少なくとも4.62×103(km2)であり，P.19を参照すると，S>1.8×103(km2)であることから，Murotani et al.(2010)

によるスケーリングを適用すると，μ=3.5×1010(N/m2)と仮定した場合，平均すべり量D1は，
D1=M0/(μ・S)=2.86m程度
であり，最大Dmax=3D1としても8.6m程度(4D1としても11.4m程度)。

＞これは，申請における検討の平均すべり量D2=9.45mよりも小さいことから，アスペリティに与える最大すべり量は，Murotani et 
al.(2010)における飽和最大すべり量約10m及び北海道南西沖地震を再現する波源モデルの最大すべり量12mを考慮して，安全側
検討として，アスペリティのすべり量(最大すべり量)Da=12m，背景領域のすべり量Db=4mとする。

＞地震発生層の厚さは根本ほか(2009)に基づき20km。
＞断層上縁深さは根本ほか(2009)に基づき1km。
＞傾斜方向・傾斜角は，西傾斜かつ30°及び60°の4パターン。
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基準とする波源位置及びパターン

当サイトにおける波源モデル

アスペリティ位置図

a

b

c

d

e

f

g

東端，西傾斜δ=30°の場合
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［パラメータスタディ］

○アスペリティ位置と西傾斜を組合せた28ケースの数値シミュレーションを実施。

パラメータ
項目

パラメータ
変動範囲

ケース数

アスペリティ位置 L/8(25km)ずつ移動 7
計 28

西傾斜 4パターン 4

パラメータスタディ

パラメータスタディと数値シミュレーション結果

当サイトにおける波源モデル

区分 計算値 断層パラメータの概要
申請における

計算値
差

敷地前面
最大水位上昇量

7.46m
東西方向東端，西傾斜(δ=30°)の

W=40.0km，アスペリティ位置ａ
6.95m +0.51m

３号炉取水口
最大水位上昇量

6.20m
東西方向東端，西傾斜(δ=30°)の

W=40.0km，アスペリティ位置ｅ
4.83m +1.37m

３号炉取水口
最大水位下降量

7.25m
東西方向東端，西傾斜(δ=30°)の

W=40.0km，アスペリティ位置ａ
5.79m +1.46m

１号及び２号炉取水口
最大水位上昇量

6.20m
東西方向東端，西傾斜(δ=30°)の

W=40.0km，アスペリティ位置ｅ
4.71m +1.49m

１号及び２号炉取水口
最大水位下降量

7.14m
東西方向東端，西傾斜(δ=30°)の

W=40.0km，アスペリティ位置ａ
5.71m +1.43m

数値シミュレーション結果一覧
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数値シミュレーション結果

水位時刻歴波形
(敷地前面最大水位上昇ケース)

最大水位上昇量分布
(敷地前面最大水位上昇ケース)

最大水位上昇量分布
(取水口最大水位上昇ケース)

最大水位下降量分布
(取水口最大水位下降ケース)

水位時刻歴波形
(取水口最大水位上昇ケース)

水位時刻歴波形
(取水口最大水位下降ケース)

当サイトにおける波源モデル
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当サイトにおける波源モデル

○トンネル出口(敷地外側)の最大水位は朔望平均満
潮位T.P.+0.26mを考慮するとT.P.+7.6m。

○敷地の形状は、トンネル入口部(敷地内側)から敷地
内にかけてT.P.+10.0m。

○よって、主要施設が設置されているT.P.+10.0mへ津
波の流入はない。

トンネル縦断図

敷地北側トンネルにおける最大水位

敷地北側トンネル

トンネル位置図

T.P.+15.0m

T.P.+10.0m

T.P.+5.0m

T.P.+0.0m

T.P.+5.97m

敷地内側敷地外側

敷地北側トンネル

敷地高T.P.+10.0m

最大水位T.P.+ 7.6m

T.P.+5.64m

凡 例

T.P.+10.0m

T.P.+10.0m
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